
��������	�


����������������		
















����

�������������������������������������

�������������������������������������

���������	
��������������������������

���������	
�����

��������	
��������	

����������	

� � � � � � � �

� � � �� � � �

����������������
�������



（２）

� � � � � � � �

����� ����

������������������������������	
������

����������������	
������������������

��������������������������������������

��������������������������	
����������

��������	
������������������������ �

���������	
����

　河津町浜２１番地の１

　岩崎幸夫氏（留任）に同意

　歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ２５，６１５千円を追加し、

総額をそれぞれ１，２７８，０２６千円と

する。

　河津町税条例の個人住民税の

寄付金税制の拡充と河津町国民

健康保険条例の出産育児一時金

についての一部を改正した。

　南伊豆地区１市３町合併協議

会を平成２１年１０月８日をもって

廃止する事を決議した。

　平成２０年度河津町地上デジタ

ル放送設備整備工事を随意契約

に付し、古河電気工業�【東京

都千代田区】と７９，８００千円で契

約。

　歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ２７６，１４７千円を追加

し、総額をそれぞれ３，９７４，８４２

千円とする。

　歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ２，８７７千円を追加し、

　歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ８，７１２千円を追加し、

総額をそれぞれ６７９，５４８千円とす

る。

　歳入歳出予算の総額に歳入歳

出それぞれ８４０千円を追加し、

総額をそれぞれ１０，８２３千円とす

る。
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　河津町議会の議員定数が前回選挙より、それまでの１４名から１２名に、平成１８年４月１日から議員報酬が約

１０パーセント削減され現在に至っているが、再度特別委員会を設置し調査、協議をする。

総額をそれぞれ２７，３６５千円とす

る。
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　河津桜まつりにおける露店等の営業に関し、暴

力団員による届出の禁止及び暴力団員が営業等に

関与することを防ぐため条例を改正した。平成２１

年９月１日から施行する。
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　�畠山ポンプ製作所（沼津市）と１７，７４５千円で

契約。

　平成２０年度決算１０議案（河津

町一般会計、河津駅前広場整備

事業特別会計、河津町土地取得

特別会計、河津町国民健康保険

特別会計、河津町老人保健特別

会計、河津町介護保険特別会計、

河津町国民宿舎「かわづ」運営

事業特別会計、河津町後期高齢
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者医療特別会計、河津町水道事

業会計、河津町温泉事業会計）

は、決算審査特別委員会（萩原

清男委員長）に付託されました。

　総務課、窓口税務課、保健福

祉課、議会事務局、産業振興課、

建設課、教育委員会に関する事

務及び農業委員会に関する事務

をそれぞれ決算審査にあたりま

した。

　決算審査特別委員会は意見書

を附帯して認定すべきものと決

定しました。本会議上、萩原清

男決算審査特別委員会委員長の

報告を受け、全員賛成で認定さ

れました。
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　海水浴場の入り込みは、今井

浜で４９，１１３人、河津浜で４，２４６

人、町内７月８月の宿泊者数は

５２，７６６人、また４月から８月末

のバガテル公園入園者数は、

５４，５７５人、踊り子温泉会館が

３１，８３２人、サンシップ今井浜が

１４，６０９人。

　川横地区の町道奥原１号線は、

本工事に着手し年度内には完成

予定。町道萩ノ入２号線工事は

４月３０日に家屋調査業務委託の

入札を行い�日測コンサルタン

トが１，６８０千円で落札、契約した。

��������	
�� 　東小学校体育館通路改修工事

は、２，３４１，５００円で山内組と契約。

南小学校校庭外周フェンス改修

工事は、１，３６５千円で東海建設�

と契約した。さくら幼稚園のフェ

ンスも含む。河津中学校給水管

布設替工事は、１７，０５２千円で伊豆

冷暖房工業�と契約。旧学校給

食 セ ン タ ー 解 体 工 事 は、

１６，１８９，９５０円で�大塩組と契約

し、後は駐車場として使用。
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　（仮称）河津町観光交流館は、運

営主体として観光協会を予定し

ている。地場産品については農

業経営振興会と調整している。

来年の河津桜まつりには本格稼

動予定。
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　臨時交付金事業で田中来の宮

神社に観光トイレが計画どおり

供用開始予定。
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　８月２８日条例に基づき、下田

警察署長と河津町が河津桜まつ

りにおける暴力団員介入の防止

を、町と下田警察署が築くもの

である。
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　県単治山事業は７月２３日に２

件の入札をし、見高大ミヨ治山

工事は鉄製フトンかご工等で、

山内組が４，２００千円で落札し契約

した。また浜片瀬山治山工事は

リングネット防護柵、�大塩組

が９，３２４千円で落札し契約した。

８月２６日に２件の入札をした。

見高入谷地区の水路改修工事、

山内組が２，７３０千円で落札契約。

梨本地区の水路改修工事は、�
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　４２年間の長きにわたり西小学

校の校医として、ご尽力された

稲葉和也先生が６月７日に急逝

されました。ご冥福をお祈りい

たします。またご遺族から教育

振興にと多額のご寄付をいただ

きました。
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　県事業の田中バイパス工事に

伴って、歩道に１３５Ｍのポリエチ

レン管埋設工事を４，１４７，５００円で

東海建設�が落札契約した。土

地改良事業の基幹農道見高稲取

４期地区工事に伴って５９６Ｍポリ

エチレン管埋設工事を、１５，３０９千

円で東海建設�が落札、契約し

た。また川横地内３４１Ｍポリエチ

レン管埋設工事は、３３，６００千円で

�寺森工務店が落札、契約した。
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　浜地内の３５０ｔタンクが腐食に

より改築工事を行う。８月２６日日

東亜建設工業�が１２２，８５０千円で

落札し、契約した。
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　法律の一部改正により教育委

員会は、教育に関する業務の管

理など学識経験者の知見を活用

して点検・評価を行い議会に報

告するとともに公表することに

なった。
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　４月２０日開始以降、８月末まで

に３，２５０世帯、１億２，８９９万６千

円の支給。１０月１３日が締切日。
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　６月１４日東伊豆町で賀茂支部

大会が開催、ポンプ車操法の部

で１１分団、小型ポンプの部が２
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　国の経済危機対策においては

「中小企業者に関する国等の契

約の方針」地域を支える建設企

業の受注機会確保。当町は、請

負金額１３０万以上の工事、１４件を

発注した。
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　国の地方行革新指針により、

現在の会計制度を企業会計手法

とする公会計制度が本年度から

実施、町では台帳整備業務を

�日測コンサルタントに、６０３万

７，５００円で委託し、管理を推進し

た。
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　７月５日に県アユ友釣り大会

が河津川で開催され、宿泊者、

応援者等で６００人を超す大会と

なった。森林整備関係では、交

付金による間伐事業や風倒木等

の調査業務で平成２２年までの２

年間の事業。また新嘗祭献上米

の抜穂式を９月２日実施した。

��������	
�� 大塩組が４，５０４千円で落札、契約

した。また県事業では基幹農道

見高稲取４期地区工事は６１，２００

千円で東海建設�施工予定。

分団。小型ポンプ操法で２分団

が優勝。
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　普通会計の決算額は歳入４２億

２，５７３万６千円（対前年度比８．９％

増）、歳出３９億９，７０２万７千円（同

比９．４％増）。歳入の町税につい

ては、固定資産税が５億３，２５０万

８千円と１．２％増、町民税がマイ

ナス２．１％の６７９万３千円の減、

全体では前年比０．５％減。使用料

及び手数料の３，０８０万５千円の減

は各施設の使用料減。財産収入

８，５９４万５千円の減は、不動産売

払収入の減。収入全体の増額は

学校給食センター建設の補助金

の増加が要因である。なお平成

２０年度も臨時財政対策債、１億

３，７６６万７千円の借入を行う。
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　平成２３年７月２４日アナログ放

送終了に伴い１２月に町民説明会

を開催予定。町ではＪＡ農協有

線テレビ網を梨本、長野、見高

入谷地区へも拡張するため総務

省の交付金事業により、古河電

気工業�と随意契約請負金額

７，９８０万円で仮契約、工事期間平

成２２年３月１９日まで。
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　第３次河津町総合計画が来年

度で終了、平成２３年から第４次

河津町総合計画がスタート、平

成３２年度までの今後１０年間の町

づくりの目標とプロセスを示す

計画。

�����������	

　６月２８日に「医療法人社団聖

勝会」を指定管理者に選考した。

８月１２日組合議会全員協議会が

開催された。８月１７日臨時会が開

催され指定管理者を聖勝会とす

る議案が議決された。最も重要

な医師の確保等、バックアップ

に関しては、「支援病院に指定す

ることは難しい」との考えが示

された。今後は懸念される事項

が多く協議会、委員会の作業状

況を見ながら河津町は対応を決

断したい。
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　合併協議会については去る６

月１０日に全協定２６項目の調印を

行ったが、同１９日廃置分合他３

議案が南伊豆町、松崎町で否決

され断念された。当町では７月

２１日合併協議会の経緯や今後の

町づくりの説明会を開催した。
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　経済対策臨時交付金として当

町には、１億４，５０９万３千円が決

定、「全国瞬時警報システムの整

備」「消防ポンプ車の購入」「イ

ンフルエンザ対策」「地上デジタ

ル対応テレビ」他教育環境整備
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　７月４日地域住民の協力を得

て、津波訓練を実施し、海水浴

客９９名が参加。９月１日には「総

合防災訓練」を４，３８１名の参加実

施。会場型訓練では中、高生徒

を含む５５９名が参加実施した。
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　医療費助成事業について、本

町は６歳未満無料化、拡充策と

して、中学校卒業までの医療費

の無料化を１０月からの実施に向

け準備に取り掛かっている。出

産に関する助成事業については、

出産施設が限定されほとんどが

地域外での出産を余儀なくされ

多大な費用を要するのが現状で

ある。町がその一部を助成する

制度の導入を考えている。
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　消防第１１分団消防ポンプ自動

車を指名競争入札に付し、１，７７４

万５千円で�畠山ポンプ製作所

と契約した。
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　明治４年に制定された、戸籍

法の一部改正により、本年１１月

７日に電算化システムに移行、

戸籍中の氏名に誤字が含まれて

いる方には今後通知をします。
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　出産育児一時金を３８万円の支

給額を、平成２１年１０月から平成

２３年３月までの間の出産に対し、

４２万円とする。原則として、直

接医療機関へ支払う仕組みを予
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　町内に堆積した不法投棄物の

除去作業、主として国道４１４号沿

除去、期間として１０月から３月

まで、また「地域グリーンニュー

ディール基金」活用で不法投棄

散乱ごみの監視パトロールを１０

月より平成２４年３月まで実施予

定。
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　５月から８月にかけて健康診

断を行う、４０歳から７４歳対象者、

２，２８８人に対し受診者７０５人、７５歳

以上対象者１，３３３人に対し受診者

３６８人。
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などの更新を計画。 定している。
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��…合併不調の原因は、各市

町長は責任を感じているのか。

��…合併の市町間の調印を議

会の同意なしに調印式を実施し

� ����������������

��…１市３町の合併では各首

長が努力したが、２町の議会の

同意が得られなかった。責任う

んぬんは努力が足りなかった、

私としては誠に申し訳なく思っ

ている。 ��…１市３町の合併は特例法

によるものだが当町の議会は議

決された。広域連合構想は首長

間で話合いはしていない。

た責任は負わなければならない、

又、合併の破綻の説明会を開催

したが、公報を通じて説明すべ

きではなかったか、今後は合併

に向け広域連合事務組合の設立

調査し、将来合併に向けたムー

ド作りが必要では。
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��…上地区の医療が受診でき

なくなったので、この地域へ診

療所など設置は。又、一部事務

組合の共立湊病院建設は１市５

町の首長の考え方が一つになっ

ていないようだが、早期開業と

高度医療を受けられるよう希望

しているが。

５年前より早期開業に向け取組

んできたが、新たな指定管理を

受ける聖勝会の運営が当初計画

の１５０床＋療養感染４床を１３５床、

療養病床０人や、医師、看護師

の確保、資金面など不透明な点

が多く、納得できないので、そ

の場合、名前は貸すが、一筆取

らないと加わってはいかない。
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��…８３haの遊休農地があり後

継者不足と老齢化が進んでいる。

農業従事者数は観光関係者より

������������
����������

��…上地区の無医療は深刻だ、

通院費が薬代より高額のようだ、

旧稲葉医院の施設をお借りして

１１月開院を目指し努力している。

一部事務組合の共立湊病院は１

市５町の首長の考え方が異なっ

ているが建設が進められている。

��…各市町長の意見を統一し

て進んでほしい。

��…町の産業はおよそ２３０億円

で、サービス業１９０億、１次産業

７億、建設業２０数億円で、農業

荒廃地８３haもある中、２５０ha程度

耕作されている。観光交流館を

利用した、町、農協、農業振興

会、営農会とで、活力ある政策

をと努力してほしい。又、遊休

農地は農協と一つになり対策を

取組みたい。

��…農業振興が大事だ、限界

集落にも達する安全、安心な地

域づくりで、農業総合政策指導

を。
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��…町の観光施設は出来たの

で文化施設が大切だ。少子化対

策には児童会館の建設は。

��…子供の遊んでる姿が見ら

れない中、学区ごと、東小、西

小、南小への建設は無理である。

統合ともなれば教育委員会とも

協議し建設の方向を見定めたい。

��…町の中心地に建設するこ

とにより、将来学校統合の意見

も出るのでは。互いに利用しあ

い父兄、子供の交流の場に深め

たら。

多い。各産業経済は異なるが有

害鳥獣被害も多く、農業振興や

生産指導など総合的な対策は。

��������	
����������
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��…現在、河津町の人口は約

８，２００人位と過疎化が進んでき

ている。人口の減少と、高齢化

の現状と未来をどのように考え

ておられるか。

��…現在の町の高齢化率は、

３２．８％で大変厳しい状況にある。

６割近く交付税に依存している

町にとっては、人口が減る事に

より、交付税も年々減少し、もっ

と厳しい経済環境になって行く。

人口を増やす対策は必要である

が、現状では大変厳しい。

��…第三次総合計画の若者に

とって住みやすく、魅力的な町

を築くための雇用対策及び、企

業誘致についてどのように考え

ておられるか。

��…企業誘致については、今

の交通状況からして大きな産業

となると非常に厳しい。これか

らは、観光、福祉、医療関係の

充実が大きな柱となる。企業誘

致についても、活性化のために、

全身全霊を挙げて取り組む。
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��…今年の夏の宿泊状況は、

去年と比較して如何であったか。

又、静岡空港の開港にともない

外国人観光客の誘客方法はどう

されているのか。又その成果は。

��…町内の７月８月の宿泊状

況は、５２，７６６人で前年対比で９８％

であった。開港にともなう誘客

については、台湾、韓国、中国、

東南アジアのお客様に必ず伊豆

地域に一泊して頂くよう取り組

んで行く。

������…開港にともない

東海岸地区の観光推進協議会が

誘客対策を中心にやっている。

誘客キャンペーンに当町からも

同行する予定である。

��…�バガテル公園の入り込

み状況と国民宿舎の宿泊状況と

財務内容は如何か。

��…観光が町の基幹産業であ

ると言われますが、現状は厳し

く、雇用条件も決して良いとは

思われません。どのように感じ

ておられるか。又中学校跡地利

��…�バガテル公園の経営状

況は、昨年より６～７％マイナ

スであるが、収支的には、経費

その他の節約で去年よりはいい

状況である。国民宿舎において

は、５月までは昨年よりプラス

��…交通網の充実と区画整理

地内の生活環境が良くなり若者

の人口増につながって行く。今

後は安定した高度医療が受けら

れるような施策に積極的に取り

組み、来遊客や定住人口を増や

して行きたい。中学校跡地利用

については、商工会が中心とな

り検討中である。

������…交流館について

は観光協会に指定管理をお願い

する予定であり、協会からも同

意を得ている。今後は、内容を

つめて、１２月の定例議会に指定

管理を審議して頂く予定。

��������	
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用はどうなっているか。建設中

の交流館の経過と運営方法は。

である。
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　８月２５日に定例会が開かれた。

平成２１年２月１日から７月３１日

までの事業報告があり、火災発

生件数は８件で前年比７件の減、

損害額は調査中１件を除き６，８４１

千円となった。発生地区別では

下田市４件、南伊豆町３件、河

津町１件。救急出動は１，２０１件

で搬送人員は１，１２３人を搬送。

本署７５１件、河津分署２０９件、南

伊豆分署２４１件。ドクターヘリ

は５９件の要請、５８人が搬送され

た。予防業務については下田市

１０４件、河津町６７件、南伊豆町

１００件の宿泊施設の立入検査を

実施。議案は平成２０年度消防組

合会計繰越明許費計算書の説明、

専決処分の承認。平成２０年度決

算認定、歳入７２４，２９７，６２３円、歳

出６８４，６５５，５０１円。その他平成２１

年度補正予算１件を可決。この

補正により独居老人の緊急通報

システムについて老朽化した本

署受信システムを取替えること

になった。
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　８月１７日臨時議会に於て、平

成２３年４月より指定管理者を聖

勝会に決定した。８月２４日、下

田南校跡地を病院建設予定地

として１８，９７９．６７�を５億２０９万

２０２円で県より買い受けた。

　８月２５日、伊豆斎場組合の８

月定例会が下田市の南豆プラン

ト組合事務所で開かれた。東伊

豆町議会の斎場組合議員が改選

され、山本鉄太郎、西村弘佐両

議員の議席指定が行われた。管

理者石井直樹下田市長の行政報

告が行われ、現在修繕中の３号

火葬炉は、２１年度で終るとの報

告があった。

　議事として、認第１号平成２０年

度伊豆斎場組合会計決算認定審

議を行い、歳入決算額３６，８６６，２７５

円、歳出決算額３６，１８１，３９５円、

差引残額７０４，８８０円の決算を認定

した。歳入の主たるものは、１

市３町負担金２８，００３千円、使用

料５，９８４千円、また建設基金１，０００

千円を繰り入れた。専決第１号

として平成２１年度補正予算（第

１号）で４２６千円を減額、議案

第３号として平成２１年補正予算

（第２号）で９６千円を減額した。

設置について（報告）�共立湊

病院組合新病院移行協議会の設

置について（報告）を受けた後

閉会した。

　河津町の年度別負担金、出資

金の見積り予定額は次の通り。

病床分、元利償還分、救急病床

分、救急基礎分を合算したもの

平成２３年７５４万９千円、平成２４年

から２６年まで９３５万２千円、平

成２７年１，０１２万１千円、平成２８年

から３２年まで８８１万５千円、と

なる予定。平成１７年～平成１９年

の入院通院利用割合に基づくも

の。

������

　８月３１日開かれた定例会は管

理者南伊豆町長鈴木史鶴哉氏の

諸般の報告。入院患者数４万６４

人（１日平均１０９．８人）で前年

対比２，６８８人の減。外来患者数

８万１，７１５人（１日平均２７８．９人）

で前年対比７，８１４人の減。市町

別では下田市と南伊豆町で入院

３万１，５９０人で７８．８％、外来で７

万１，１７４人で８７．１％を占めてい

る。

　一般質問は南伊豆町の横嶋議

員が共立湊病院職員の雇用確保

についての質問の後、平成２０年

度共立湊病院組合病院事業会計

決算、平成２０年度共立湊病院組

合介護老人保健施設事業特別会

計歳入歳出決算をそれぞれ認定

して閉会した。

　終了後全員協議会を開催し、

�県有財産売買契約について

（報告）�新病院建設設計施工

プロポーザル競技審査委員会の

��������	
��������	
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��…現在の指定管理者である

地域医療振興協会との契約が終

了する、平成２３年３月末日まで

に、移転新築し、開院にこぎつ

ける事ができるか。

��…新病院の指定管理の選定

について、下田に新築移転を求

めた地域医療振興協会が、公募

���������	
�

������������

��…地域医療の先駆者として

長年上河津地区で、御尽力され

て来た稲葉先生が亡くなられ、

上河津地区から医院がなくなっ

た。毎日のように各地で医師不

足がマスコミ等で報道されてい

る中、地域住民の安心、安全で

快適な生活を送るために、町長

は、今後どのように対応される

か。

��…今後は、医師の確保以外

にも懸念される事項である。運

転資金の確保や、医師会の意向

確認などについて、選定法人及

び、病院組合から早急に確かな

回答を得たいと考えている。

��…今後の病院組合の対応や、

新たな協議会や、委員会の検討

状況等を見ながら、長年順調に

やって来た一部事務組合の流れ

にのっとったものかどうか、確

認した上で、河津町としての対

応を示したい。

に応じなかったり、委員の中か

ら公募に応じた２社の経営に対

する疑問を指摘する中、又各首

長の意見が異り、組合議会で議

決選定されたわけで、町長のお

考えは。

てよいとの心づよい返事だった。

町立病院か、派遣診療所か、慎

重に検討している。今年１１月頃

を目途に、何とか地域住民の希

望にかなうべく努力をして行く。

��…上河津地区の医療につい

ては、深刻に考えている。先日、

先生の家族と会い、施設を貸し

てほしいと話したところ、使っ

��������

��������	

��…南伊豆地区１市３町の合

併が不調に終り、財政事情、少

子高齢化が重くのしかかる中、

単独での自治体運営をどのよう

な形で運営されるか。

��…少子高齢化が進んでいる。

高齢化率も現在３２．３％だが、１１年

後には４０％台になると予想され

る。本町の財政も働く世代の減

少で厳しさがました、一方で行

革で職員数もスリム化して来た。

ハード事業も学校の耐震化、給

食センターを含め社会資本整備

ができた。経済情勢は厳しいが

協働の精神で町おこしをして行

く。

��…何年か後に、大きな枠組、

もしくは隣町を考えた合併を目

ざすお考えは。

��…先日の選挙の結果、国も

県も変り、今までのように補助

金等あてにできないような観も

するが、町長はどのような対応

をされるか。

��…伊豆一帯を含め、盛り上

がるかどうか、今後の課題、国

も民主党政権になってどんな考

えになるか、隣町との合併は、

現在広域で大変いい交流になっ

ている、合併については話し合っ

た事はない。

��…政権が変り、どんな施策

が打ち出されるか、要は地域を

活性化させる施策をお願いした

い。何もかも国、県にと言う事

でなく、町もできるだけ汗をか

いて、町も県も国も一体になっ

て行くと言う原点が必要である。

限られた財源で最大の効果を上

げる事を前提に町づくりをやっ

て行く。
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会による峰大噴湯視

察に対応

７月１０日　夏の交通安全運動街

頭広報に参加（湯ヶ

野地区）

７月１４日　議員説明会を開催

７月１６日　河津町合併推進協議

会に出席（役場・飯

田議員と）

７月１７日　今井浜海水浴場海開

きに議員と共に出席

７月２２日　平成２１年度６月分例

月出納検査結果の報

告を受ける

７月２７日　東駿河湾環状道路開

通式に出席（沼津市）

同日、賀茂郡議会議

長会に出席（下田市）

８月１７日　河津町議会第４回臨

時会を開催

６月５日　国道４１４号整備促進期

成同盟会総会に出席

（沼津市）

６月９日～１５日　フランスパリ

市、バガテル公園国

際バラコンクールに

出席（町長及び町民

参加者と）

６月１９日　河津町議会第３回臨

時会を開催

６月２３日　観光交流館建設工事

安全祈願祭に議員と

共に出席、同日南伊

豆地区１市３町合併

協議会に出席（河津

町役場・飯田議員と）

６月３０日　河津町夏季対策連絡

協議会に出席（役場）

７月３日　議会広報編集委員会

に出席（役場）

　　　　　同日、国民文化祭実

行委員会に出席（文

化の家・第２常任委

員長と）

７月４日　第５６回静岡県鮎友釣

選手権大会前夜祭に

議員と共に出席（バ

ガテル公園）

７月５日　第５６回静岡県鮎友釣

選手権大会開会式及

び表彰式に出席（峰、

峰泉園地）

７月８日　静岡県議会総務委員

８月１８日　平成２０年度河津町一

般会計・特別会計決

算審査意見書、財政

援助団体監査報告書、

財政健全化法に基づ

く意見書を受ける。

同日、平成２０年度公

営企業会計決算意見

書を受ける

８月１９日　国土交通省本省への

要望活動に参加

８月２４日　静岡県市町議会議員

研修会に参加（静岡

市・議員と共に）

８月２７日　国道４１４号整備促進期

成同盟会要望活動に

参加（静岡市）

９月３日　議会運営委員会に出

席（役場）
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　人口僅か８千余、県下２番目

の少人口河津町は、過疎化が進

み限界集落になりかねない地区

も出ています。若者の多くは町

外へ流出し、労働人口の減少は

町の将来に不安を与えています。

　私は先祖代々引き継がれた農

地を守り細々農業を営んでいま

す。農業の果たす役割は農産物

を作るだけでなく自然環境保全

など、多面的役割を果たしてい

ます。農山村の原風景は慌ただ

しく生きる人々の疲れを癒し、

シルバー世代や若い人の間にも

今や農業への関心が高まってい

ます。農村集落の維持は、今日

では忘れかけている住民の助け

合い連帯感で成り立っています。

　地区の行く末に不安を抱きな

がらも、還暦を迎える歳になる

私に出来ることは、農業を通じ

地区の皆さんと助け合いながら

子や孫がいつでも帰れる美しい

故郷を守り続ける一員として、

頑張ることだと思っています。

　私事ですが、１０月２９日皇居で行

われる新嘗祭に、大変名誉ある

献穀者にご推薦頂き、おこがま

しく思いましたが、地域の明る

い話題の一つになればと思いお

引き受けいたしました。
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